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は じ め に 

 

世田谷区は、平成２６年度を初年度とする「世田谷区基本計画」において、

「基本的人権が侵されることなく、一人ひとりが自分らしく生き、すべての人

が尊重される社会の実現」のため、「多様性の尊重」という分野別政策を据え、

「人権の尊重」、「多文化共生の推進」とともに「男女共同参画の推進」と「DV

防止の取組み」を推進することとしています。 

男女共同参画施策については、「世田谷区男女共同参画プラン調整計画」   

（平成２４年１１月策定）に基づき取組みを進めているところです。しかしな

がら、東日本大震災を契機とした「災害対策における男女共同参画の推進」と

いった新たな課題認識など、男女共同参画推進に係わる取組みのあり方は変貌

せざるを得ません。 

また、国は「成長戦略としての女性の活躍推進」という視点から男女共同参

画の推進を掲げており、平成２２年１２月に策定された男女共同参画基本計画

（第３次）の見直しに取り組んでいます。 

こうした社会情勢や国の動向を背景として、「男女共同参画に関する区民意

識・実態調査」は、平成２１年度実施の同調査を踏まえ、防災対策や男性相談

など新たな課題についての調査項目を加え、区民の意識・実態を分析し、今後

の施策や新たな男女共同参画プランの策定のための基礎資料とするために実

施されたものです。 

男女共同参画の実現へ向けた地域づくりを目指し、この報告書が各分野でご

活用いただけることを期待しております。 

最後になりましたが、お忙しい中ご回答いただきました区民の皆様に心より

感謝申し上げます。 

 

 

 平成２７年２月 

 

世 田 谷 区 生 活 文 化 部 

人権・男女共同参画担当 課 
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